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八
幡
宮
綴
子
神
社
（
武
内
尊
英
宮
司
）
の
例
大
祭
並
び
に
鎮
座
１
３
５
０
年
式
年
大

祭
な
ど
が
７
月
14
日
〜
16
日
の
３
日
間
、
同
地
区
で
行
わ
れ
、
今
年
の
当
番
町
で
あ
る

下
町
の
３
張
り
の
大
太
鼓
や
上
町
、下
町
の
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が

同
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
綴
子
神
社
は
、第
37
代
斉
明
天
皇
５
年（
６

５
９
年
）
創
建
（
豊
前
國
旧
官
幣
大
社
・
宇

佐
神
宮
分
社
）の
由
緒
沿
革
で
、旧
比
内
郡

の
総
社
と
し
て
、
東
北
地
方
最
古
の
八
幡

宮
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
境
内
の
内

館
文
庫
（
県
指
定
史
跡
）
に
は
、
平
安
時
代

か
ら
の
古
書
文
献
を
所
蔵
し
、
氏
子
に
よ

る
大
太
鼓
・
獅
子
踊
り
の
奉
納
行
事
は
鎌

倉
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
同
神
社
が
鎮
座
１
３
５
０
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
例
祭

並
び
に
式
年
大
祭
が
行
わ
れ
、
１
９
２
９

年
以
来
80
年
ぶ
り
に
、
獅
子
踊
り
や
奴
踊

り
な
ど
の
奉
納
行
事
を
上
町
・
下
町
の
両

方
が
同
日
奉
納
し
ま
し
た
。ま
た
、当
番
町

は
下
町
。
下
町
の
大
太
鼓
は
最
も
大
き
な

も
の
が
直
径
３
・
71
ｍ
で
昭
和
61
年
、世
界

一
大
き
な
和
太
鼓
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
本
祭
り
の
15
日
は
、神
社
で
行
わ
れ
る
例

祭
、式
年
大
祭
の
あ
と
、は
じ
め
に
上
町
が

獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
が
奉
納
。そ
の
後
、

当
番
町
の
下
町
が
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

か
ら
行
列
を
連
ね
て
、
大
太
鼓
３
張
り
を

豪
快
に
打
ち
鳴
ら
し
、綴
子
神
社
に
向
か
い
、

地
元
の
人
た
ち
や
観
光
客
が
見
守
る
境
内

で
奉
納
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

　
境
内
で
は
、太
夫
の
口
上
で
始
ま
り
、子

ど
も
と
大
人
に
よ
る
勇
壮
な
獅
子
踊
り
が

奉
納
行
事
の
口
火
を
切
り
ま
し
た
。続
い
て
、

子
ど
も
会
に
よ
る
奴
踊
り
が
か
わ
い
ら
し

さ
で
観
衆
の
目
を
引
く
と
、
ト
リ
を
飾
っ

た
青
年
会
の
奴
が
軽
快
な
所
作
で
幾
つ
も

の
演
目
を
鮮
や
か
に
決
め
、見
物
客
ら
が
、

満
場
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。 

　
奉
納
行
事
の
前
に
神
社
境
内
で
行
わ
れ

た
の
が
作
占
い
の
「
湯
立
て
の
神
事
」
。
武

内
宮
司
に
よ
る
と
今
年
の
作
況
は
「
平
年

作
以
上
」と
の
ご
託
宣
が
あ
り
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
16
日
に
は
、
綴
子
小
学
校
で
宇
佐

八
幡
宮
綴
子
神
社
鎮
座
１
３
５
０
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
俳
優
の

高
橋
克
典
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

下町（当番町）の獅子踊り奉納 

同日奉納された上町の獅子踊り 湯立ての神事 太夫が見守るなか下町が境内に 

市議会第４回臨時会、市長ダイアリー

◇
6
月
16 
日
〜
7
月
15 
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

６
月
16
日（
火
）▽
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
初
日（
議
事
堂
） 

18
日（
木
）・
19
日（
金
）▽
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議:

一
般
質
問（
議
事
堂
） 

20
日（
土
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
説
明
会（
中
央
公
民
館
） 

21
日（
日
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
説
明
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）▽
北

秋
田
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
講
演
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

22
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

23
日（
火
）▽
綴
子
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
市
役
所
） 

25
日（
木
）▽
堀
井
秋
田
県
副
知
事
に
面
会（
秋
田
市
）▽
甲
斐
日
本
銀
行
秋
田
支
店
長
に

面
会（
秋
田
市
）▽
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
組
合
会（
秋
田
市
） 

26
日（
金
）▽
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日（
議
事
堂
） 

27
日
（
土
）
▽
鷹
巣
農
林
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
招
待
野
球
試
合
（
中
央
公
園
野
球

場
）
▽
秋
田
県
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
（
阿
仁
文
化
セ
ン
タ
ー
）
▽

第
20
回
ブ
ナ
林
と
狩
人
の
会
「
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
in
阿
仁
」（
阿
仁
文
化
セ
ン

タ
ー
） 

30
日
（
火
）
▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
定
時
株
主
総
会
臨
時
取
締
役
会
（
阿
仁
庁

舎
）
▽
秋
田
内
陸
線
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
（
阿
仁
庁
舎
）
▽
森
吉
山
通

年
観
光
対
策
協
議
会
総
会（
四
季
美
館
） 

７
月
２
日（
木
）▽
佐
竹
秋
田
県
知
事
に
面
会（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健

医
療
福
祉
協
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

３
日（
金
）▽
北
秋
田
地
区
統
合
高
校（
仮
称
）建
設
工
事
安
全
祈
願
祭（
鷹
巣
農
林
高
校
） 

５
日（
日
）▽
綴
子
大
太
鼓
の
里
保
全
隊
に
よ
る
花
の
植
栽
活
動（
綴
子
農
村
公
園
） 

６
日（
月
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

７
日（
火
）▽
行
政
協
力
委
員
鷹
巣
地
区
全
体
会
議（
中
央
公
民
館
） 

８ 
日（
水
）▽
行
政
協
力
委
員
阿
仁
地
区
全
体
会
議（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
） 

９ 
日（
木
）▽
行
政
協
力
委
員
森
吉
地
区
全
体
会
議（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）▽

北
秋
田
建
設
業
協
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

10 
日（
金
）▽
行
政
協
力
委
員
合
川
地
区
全
体
会
議（
合
川
庁
舎
） 

11 
日（
土
）▽
第
18
回
米
代
川
花
火
大
会（
米
代
川
河
川
公
園
） 

13 
日（
月
）▽
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
） 

15 
日（
日
）▽
綴
子
神
社
例
大
祭（
綴
子
神
社
） 

  

▲森吉山スキー場ゴンドラ運行費補助金等

の補正予算を可決した市議会第４回臨時会 

市
議
会
第
４
回
臨
時
会

森
吉
山
ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
を
可
決

　
市
議
会
第
４
回
臨
時
会
が
７
月
13
日
、

市
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
、
森
吉
山
ス
キ
ー

場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
金
と
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
等
に
伴

う
７
億
４
６
２
３
万
円
を
追
加
す
る
平
成

21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。 

　
補
正
内
容
の
う
ち
、
森
吉
山
ス
キ
ー
場

ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
金
は
、
施
設
所
有

者
の
㈱
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ツ
社
か
ら
施

設
を
借
り
受
け
て
ゴ
ン
ド
ラ
を
運
航
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
の
関
連
予
算
は
、
国
の
平
成
21

年
度
第
１
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
が
地
球
温
暖
化
対
策
、
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心
の
実

現
、
そ
の
他
将
来
に
向
け
た
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
事
業
を
実
施
で

き
る
よ
う
臨
時
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、市
に
お
い
て
地
域
活
性
化
、

低
炭
素
革
命
、
健
康
寿
命
・
子
育
て
、
底
力

発
揮
・
21
世
紀
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
、安
全
安

心
確
保
の
各
分
野
で
実
施
す
る
計
画
を
策

定
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
小
中
学
校
等
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
対
応
を
進
め
る
学
校
情
報
通
信

技
術
環
境
整
備
事
業
、市
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
防
犯
灯
更
新
事
業
、

農
林
業
振
興
の
た
め
の
農
道
、用
水
路
、林

道
の
改
良
事
業
、
地
域
要
望
へ
の
対
応
な

ど
を
含
め
た
市
道
改
良
事
業
等
で
す
。 

　
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

平
成
21
年
度
の
予
算
総
額
は
２
０
９
億
９

５
３
４
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
事
業
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す 

▽
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
金
６
８
０
万
円 

▽
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
７
８
万
４
千
円 

▽
防
犯
灯
更
新
事
業
５
４
５
８
万
６
千
円 

▽
農
道
、
用
水
路
、
林
道
の
改
良
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
０
０
万
円 

▽
市
道
改
良
等
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
７
６
０
２
万
円 


